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１

１－１ 自転車の需要推計 及び 自転車が関わる交通事故件数

• 本市の将来の自転車需要は、平成30 年から減少傾向を示しており、令和6年から概
ね10年は横ばいの傾向であり、その後、減少に転じるが、高齢者の利用は増加し続
けることが想定されている。

• 市内の交通事故全体に占める自転車が関わる交通事故の割合は、神奈川県よりも
高い水準で推移している。

• 市内の自転車が関わる交通事故の件数は、長期的には減少傾向にあるが、コロナ
禍以降は増加している。

１ 計画策定の背景

減少傾向

増加

■自転車の需要推計 ■自転車が関わる交通事故件数の推移

市内の全事故件数

市内の全事故に対する自転車が関わる交通事故の割合

市内の自転車が関わる交通事故件数

神奈川県内の全事故に対する自転車が関わる交通事故の割合

245,233



２

• 歩道等における自転車と歩行者による自転車が関わる交通事故は、増加傾向にある。

■市内の自転車が関わる交通事故件数の推移（対歩行者）

増加傾向

１ 計画策定の背景

• また、自転車が関わる交通事故のうち、７割以上で交差点安全義務や安全不確認な
ど、自転車利用者の何らかの法令違反が見受けられる。
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■市内の自転車が関わる交通事故における法令違反の状況

※自転車が第1当事者・
第2当事者となった事
故件数

令和６年 違反種別 ※

※



３

１ 計画策定の背景

• 国において、平成29年に自転車活用推進法を施行し、令和３年に第２次自転車活用
推進計画を策定

１－３ 川崎市自転車活用推進計画

• 本市では、同法の趣旨を踏まえ、令和２年に川崎市自転車活用推進計画を策定し、
４つの基本政策を基に、自転車施策の総合的な取組を推進

• 自転車は便利で身近な乗り物として、広く利用されている一方、歩行者との接触事故
など、様々な問題が生じ、自転車通行環境の構築が喫緊の社会課題となっているこ
とから、自転車が安全・安心に利用できる道路を連続して面的につなげる「自転車
ネットワークの構築」を同計画に位置付け、自転車利用の多い駅周辺及び主要な幹
線道路における通行環境整備を推進。

通行環境整備

自転車・歩行者・自動車が道路を安全、安心、

快適に利用できる環境の創出

自転車の活用

身近な乗り物として自転車利用の促進と、地域

の活力の向上

駐輪対策

地域の特性や利用者のニーズに応じた、自転車

を適切に停められる駐輪環境の構築

ルール・マナー啓発

ルール・マナーの啓発による交通事故防止

【川崎市自転車活用推進計画】４つの基本政策

自転車活用推進法

法律

第２次自転車活用推進計画

国



４

川崎市内における安全で快適な自転車ネットワークの構築を推進する計画の目標

要素事業数 基幹事業 ４事業

事業費

計画の期間 令和2年度～令和6年度

要素事業 （市）殿町39号線ほか ：自転車通行環境整備
（県）川崎町田ほか ：自転車通行環境整備
（主）川崎府中ほか ：自転車通行環境整備
（国）国道409号ほか ：自転車通行環境整備

計画の名称 川崎市内における安全で快適な自転車通行環境の構築（防災・安全）

当初：3億3400万円 評価時：4億1400万円※

※自転車通行環境整備の一層の推進のため、各要素事業において
目標整備延長・事業費の増。

計画の成果目標
（定量的指標）

①川崎市内の自転車が関わる交通事故件数を現況値（平成26年～平成30年平
均）（1,002件）から令和6年度までに920件に削減する。
②川崎市自転車活用推進計画に位置付けられた路線において、自転車通行環
境整備を実施した延長を現況値（令和元年度末）（24.3㎞）から令和6年度までに
154㎞に向上させる。

２ 計画の概要



事業箇所・事業内容

５

川崎市内における安全で快適な自転車通行環境の構築（防災・安全）

A01-001 (市)殿町３９号線ほか【自転車通行環境整備L=64.2km】

A01-002 (県)川崎町田ほか 【自転車通行環境整備L= 1.6km】

A01-003 (主)川崎府中ほか 【自転車通行環境整備L=14.3km】

A01-004 (国)国道409号ほか 【自転車通行環境整備L= 8.7km】

－凡 例－

自転車利用の多い駅１ｋｍ圏内

鉄道

２ 計画の概要



６

A01-001（（市）殿町39号線ほか） 市道宮前平１５号線 A01-002（（県）川崎町田ほか） 県道川崎町田

A01-003（（主）川崎府中ほか） 主要地方道県道丸子中山茅ヶ崎 A01-004（（国）国道409号ほか） 国道４０９号

川崎市内における安全で快適な自転車ネットワークの構築のため、川崎市自転車活用推進計画
において「自転車利用の多い駅周辺の道路」「広域自転車ネットワークとなる主要な幹線道路」など
から整備路線を選定（総延長216.3km）し、順次、整備を実施。

本計画において整備した要素事業毎の代表的な箇所は以下のとおり。

【施工内容】
矢羽根・ピクトグラム

【施工内容】
矢羽根・ピクトグラム

【施工内容】
矢羽根・ピクトグラム

（宮前区）

（高津区）

（川崎区）

（幸区）

【施工内容】
矢羽根・ピクトグラム

【整備前】 【整備後】

３ 計画の実施状況
３－１ 事業内容



R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

次期評価期間（年度）

備考

次期計画で
通行環境整備を

継続

次期計画で
通行環境整備を

継続

次期計画で
通行環境整備を

継続

次期計画で
通行環境整備を

継続

計画
・

実績

今回評価期間（年度）

番号 事業内容

自転車通行環境整備
L＝64.2㎞

自転車通行環境整備
L＝1.6㎞

自転車通行環境整備
L＝14.3㎞

自転車通行環境整備
L＝8.7㎞

A01-001

A01-002

A01-003

A01-004

進捗率

100%

100%

100%

100%

当初計画からの
変更概要

（国）国道409号ほか 延長・事業費増

（県）川崎町田ほか

（主）川崎府中ほか

延長・事業費増

延長・事業費増

要素事業名

（市）殿町39号線ほか 延長・事業費増

７

※社会環境の変化や高齢者の自転車利用の増加等により、自転車が関わる交通事故の発生が懸念され、それら
に対応するため、令和４年３月の川崎市自転車活用推進計画の改定により、一層の安全・安心で快適な通行環
境の確保に向け、自転車通行環境整備事業を重点的な取組とした。これに伴い整備スケジュールを見直し、
当初計画の事業延長L=33.4kmをL=88.8kmとしたこと等により、事業費が増となっている

※

※

※

※

３ 計画の実施状況
３－２ 進捗状況



定量的指標１：自転車が関わる交通事故件数

目標 川崎市内の自転車が関わる交通事故件数を令和6年度までに920件に削減する。

８

削減件数 ＝ １８件（1,002件 － 984件）

当初現況値（R2） 1,002件（平成26～30年平均）

これまでの自転車が関わる事故件数減少率より、当初現況値（平成26～30年平均）
1,002件から年20件の減少を見込み、目標値を設定

設定
理由

達成
状況 達成状況結果目標値

達成864件960件中間（R4）
未達成984件920件最終（R6）

３ 計画の実施状況
３－３ 目標達成状況

達成
状況
に対
する
所見

自転車が関わる交通事故件数は、令和4年の中間目標は達成したものの、以降、事故が
増加し、最終目標は未達成となった。

目標未達成の要因としては、コロナ禍後の自転車利用の回復のほか、歩道等における自
転車と歩行者の事故の増加などが想定され、また、事故のうち約７割以上が自転車利用者
の法令違反、特に事故が起こりやすい交差点の安全義務違反等により生じており、目標件
数までの減少につながらなかったものと考えられる。

なお、今回、目標達成には至らなかったものの、長期的にみると、自転車が関わる交通
事故件数は減少傾向にあり、また、当初現況値から見ると、令和6年実績値は18件減少と
なり、本計画期間（令和2年～6年）の平均（918件）も減少していることから、取組に一定の
効果はあったものと考えている。



定量的指標１：自転車が関わる交通事故件数

９

３ 計画の実施状況
３－３ 目標達成状況

整備箇所の事故件数
(参考)

自転車が関わる交通事故件数（件／年） 整備実施箇所における事故低減箇所の割合

平成27年から令和4年に通行環境整備が完了した158箇所を対象に、整備前の1年あたりの平均事故
件数（各箇所における市内で通行環境整備施策が始まる前の期間の年平均値の合算）と、整備後の
１年あたりの平均事故件数（各箇所における整備後から令和5年までの年平均値の合算）を比較

• 整備実施箇所における自転車が関わる交通事故件数は、整備前の１年あたりの平均事故
件数266件に対し、整備後の１年あたりの平均事故件数は167件となっており、約４割低減し
ています。

• 整備実施箇所における事故低減箇所の割合は、整備した約７割の箇所で、自転車が関わ
る交通事故件数が低減しています。

※

※

整備後

整備前



定量的指標２：自転車通行環境整備を実施した延長

川崎市自転車活用推進計画に位置付けられた路線における自転車通行環境の整備延長

１０

（参考）川崎市内の自転車通行環境整備の進捗率
令和６年度末時点 約７３％（１５８．５ｋｍ／２１６．３ｋｍ）

当初現況値（R2） 24.3km

※本整備計画：88.8km 、本整備計画以外：45.4km

計画期間（R2～R6）における整備延長 ＝ 134.2km（158.5km － 24.3km）

３ 計画の実施状況
３－３ 目標達成状況

目標

達成
状況

達成状況に対する所見

達成状況結果目標値
達成158.5km154.0km最終（R6）

自転車通行環境の整備延長は、目標を達成できた。
シェアサイクルの普及による利用機会の拡大や電動アシスト自転車の普及等による丘陵
部での利用増加などが見られる中、自転車等が道路を安全・安心、快適に利用できる環
境を創出するための自転車ネットワークの構築が着実に進捗していると考える。



 （一社）神奈川県トラック協会、 （一社）神奈川県タクシー協会、バス事業者５社（川
崎市交通局、川崎鶴見臨港バス㈱、京浜急行バス㈱、東急バス㈱、小田急バス㈱）
にアンケートを実施

 実施期間： 令和７年７月１４日～８月２７日

 回答数：トラック協会１件、タクシー協会５件、バス事業者８件 合計１４件の回答

道路を利用している事業者及び市民に整備の効果等を確認するため、アンケートを実施

【質問】川崎市内の道路において、車での走行中に感じる自転車通行環境整備の効果について

１１

代表的な質問に対する回答

②実感した整備効果（複数回答）①整備の効果

自転車との離隔を取るなど自転車
を意識して運転するようになった

矢羽根を踏まないなど少し左側を
空けて運転するようになった

自転車が歩道から飛び出してくる
ことが少なくなった

自転車の逆走が少なくなった

自転車が車道の左端を走るように
なった

効果を感じたことはない・その他

効果を感じたことがある

自転車による事故やヒヤリハット
が少なくなった

４ 事業者・市民アンケートの結果

４－１ 事業者アンケートの結果
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※( )内は件数



代表的な質問に対する回答

 インターネットリサーチ会社より、市内在住モニターに対してアンケート調査を実施

 実施期間：令和７年７月２５日～２９日

 回 答 数：７７０サンプル（概ね各区１１０サンプル）

【質問②】

車道に矢羽根型路面表示等がある箇所は、設置していない箇所や設置される前と比べてより安心して自転車で通行できるようにな
りましたか？

１２
（自転車利用者を対象ｎ＝348）

【質問①】

車道にある矢羽根型路面表示等は、自転車が通行する位置や方向を表したものということを知っていますか？または、見たら分かり
ましたか？

（自転車利用者を対象ｎ＝368）

知っている
見たら分かった

知らなかった
分からなかった

４６．５％

安心して通行できる

あまり変わら
ない

以前より危なく
なっている

わからない

設置していな
い箇所や以前
と比べて安心
して通行でき

る

４ 事業者・市民アンケートの結果
４－２ 市民アンケートの結果
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事業者・市民アンケートに対する所見

事業者アンケートでは、8割以上の事業者が、自転車に対する意識や自転車のルール・
マナー向上など整備効果を感じており、市民アンケートでは、矢羽根等について8割以上
が知っていると回答し、通行環境について、半数程度が「安心」を感じているとの回答であ
り、通行環境整備が広く認知され、一定の実感があるという結果となった。

一方で、矢羽根等について2割弱が知らないと回答し、川崎・宮前・麻生区では比較的低
い傾向が見られた。これは未着手路線の多寡や、整備の状況などによるものと考えられる。
通行環境については、矢羽根等を設置したものの、１割強が以前より危なくなっていると回
答し、自動車に対して危険を感じていることが主な要因と考えられる。また、自転車利用
者以外の回答も含む自由意見では、「自転車が歩道をスピード出して走行してい
る」等の自転車利用のルール・マナーについての意見が多く寄せられた。

１３

【質問③】

矢羽根型路面表示等のある道路で、危険を感じる、安心できないと感じる主な理由を教えてください。

【自由意見（自転車利用者以外も含む）】

「自転車の運転マナーが悪い」「自転車が歩道をスピード出して走行している」など、自転車利用のルール・マナー（取締り・罰

則など含む）に関する意見が多く寄せられた。また、「自転車専用の道路を増やして欲しい」「道路を広げて欲しい」など整備に関

する意見も一定数寄せられた。

（自転車利用者を対象ｎ＝368）
車とぶつかりそ
うになるなど危
険を感じるから

車が自転車を
認識していない
と感じるから

車が自転車の
車道通行を邪
魔だと感じてい

そうだから

車からクラク
ションを鳴らさ

れるから

逆走など、ルー
ルを守らない自
転車が怖いか

ら

路上駐停車が
あって回避する
ときに怖いから

路面の状態が
悪く走りにくい

から
その他 特になし
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４ 事業者・市民アンケートの結果
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今後もシェアサイクルの普及による利用機会の拡大が見込まれ、また、電動
アシスト自転車の普及等による丘陵部での利用増加などが見られる中、自転
車・歩行者・自動車が道路を安全で快適に利用できる自転車ネットワークの構
築を進める必要があることから、計画総延長約216kmの整備完了を目指し、次
期計画（令和７～１１年度）において、引き続き、通行環境整備を推進する。

また、自転車が関わる交通事故がコロナ禍以降増加している状況を踏まえ、

事故が発生しているなどの危険な箇所について、事故データを分析して事故が

多発している箇所を抽出し、その状況に応じた個別の安全対策を行うとともに、

整備箇所などで警察等関係機関と連携を図りながら、各種キャンペーンなどに

おいて矢羽根等の認知度など地域に応じた自転車・自動車に対するルール・マ

ナーの啓発を継続的に行うなど、総合的に取組を推進する。 １４

自転車通行環境整備の取組を推進した結果、自転車が関わる交通事故件数

はコロナ禍以降の増加により最終目標値が達成できていない状況であるもの

の、本計画期間の平均値と平成26～30年の平均値を比較すると減少しており、

また、自転車通行環境の整備延長は目標を達成し、事業者・市民は一定の事

業の効果を感じていることから、自転車・歩行者・自動車が道路を安全で快適

に利用できる自転車ネットワークの構築の効果はあったといえる。

５ 総合的な所見及び今後の方針
５－１ 総合的な所見

５－２ 今後の方針


